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概 要

国内外で発生した大規模な災害に対応するため、九州各県の隊員が集

結し、災害対応力及び連携の向上を図ることを目的とした緊急消防援助隊

及び国際消防救助隊の合同訓練を長崎県消防学校等で11月頃実施する。

１ 概要

２ 事業内容

各種災害及び事故等の災害防御活動に対応するため、各種訓練の充実や消防資機材の維持管理を行うもの。

４ 財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金※１ 県支出金※２ 地方債 その他※３ 一般財源

千円
５６，８８５

千円
１，３１４

千円
８，００２

千円
－

千円
８，８７４

千円
３８，６９５

※１ 緊急消防援助隊活動費・国際緊急援助業務等負担金 ※２ 長崎県石油貯蔵施設立地対策等補助金 ※３ 消防事務委託町負担金、国際消防救助隊員ワクチン接種補助

３ 緊急消防援助隊等の九州地区合同訓練概要

予 算 説 明 書 事 業 名 予算額ページ 款 項 目 番号

264〜265 ９
消防費

１
消防費

1
常備消防費 3−3 災害防御費 千円

５６，８８５

事 項 名 主な事業内容 事 業 費

緊急消防援助隊等の

九州地区合同訓練

実施に係る費用

・訓練施設設置業務委託費等 ２，２２２千円 ２，２２２千円

災害対応や消防資機

材の補充等に係る費

用

・消防車両等の燃料費 ３５，８３４千円

・装備品及び消耗品の購入費 １４，３０８千円

・消防資機材等の検査及び手数料等 ２，４４３千円

・派遣に係る旅費等 ２，０７８千円

５４，６６３千円

合 計 ５６，８８５千円
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予 算 説 明 書 事 業 名 予算額ページ 款 項 目 番号
264〜265 ９

消防費
１

消防費
1

常備消防費 3−6 通信指令費 千円
１３３，７９３

事 項 名 主な事業内容 事 業 費

【拡大分】 救急安心センター事業（＃７１１９） ・救急安心センター事業（＃７１１９）負担金 ４，７２３千円 ４，７２３千円

総合消防情報システム等の運用に係る費用

・総合消防情報システム保守委託 ４３，７４７千円
・消防救急デジタル無線保守委託 ４１，９９１千円
・システム通信回線等の使用料 ２６，５１５千円
・住宅地図ソフトウェア使用料 ８，７７１千円
・NET１１９緊急通報システム使用料 ２，３７６千円
・道路地図ライセンス料 １，５４３千円
・無線機修繕、バッテリー等の購入費 １，５７５千円

１２９，０７０千円

合 計 １３３，７９３千円

１１９番通報等の対応業務、災害現場への出動指令及び情報管理を行うための総合消防情報システムや消防デジタル
無線の運用を図るとともに、通信設備等を維持管理するもの。

３ １１９番受信及び救急出場件数等

２ 事業内容

１ 概要

令和３年 令和４年 令和５年

１１９番受信件数 ３９，６１２ ４３，２９１ ４６，０５３

救急出場件数 ２５，７２９ ２８，７７８ ２９，１０１

１１９番への医療相談及び病院案内件数 １，４９６ １，８９９ ２，２２１

専用電話（825-8199）での病院案内件数 ７，１５６ ８，９１１ １０，７７２

【指令室】【指令室】
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４ 【拡大分】救急安心センター事業（＃７１１９）の導入

(１) 概要
「病院に行ったほうがいいか」、「救急車を呼んだほうがいいか」など判断に迷うとき、医師や看護師などから症状に合

わせたアドバイスを受けることができる電話相談窓口を、県と連携し、民間コールセンターへ事業委託することから、そ
の費用の一部を負担するもの。【事業費 ４，７２３千円】

令和６年１月現在、全国２４地域で導入されており、長崎県は、九州において福岡県と熊本県に次いで３番目に導入
する。【令和６年７月頃導入予定】

５ 財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他※ 一般財源

千円
１３３，７９３

千円
－

千円
－

千円
－

千円
２３，１３６

千円
１１０，６５７

※ 消防事務委託町負担金

（３） 相談のながれ
「＃７１１９」へ電話すると、医療相談を受け付ける民間コールセンターに通話が転送される仕組み。

（２） 導入効果

市民に対する効果 救急需要に対する効果

・ 早期受診による重症化の予防
・ 迅速な相談対応による不安の解消

・ 救急車の適正利用（不搬送など不急の救急出場の抑制）
・ 医療機関の受診の適正化
・ １１９番への医療相談等の減少

症状に合った医療機関などのアドバイス

📞♯７１１９
（通話有料）

（相談無料）
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現在、配置している老朽化した消防車両及び機器を代替更新するもの。

１ 概要

２ 事業内容

消

防

署

事項名 数量 配置場所(経過年数) 事業費

消防ポンプ自動車※ １台 神浦出張所（２１年） ３４，５００ 千円

高規格救急自動車

高度救命処置用資機材等
２台

消防局警防課（１３年）

中央消防署（８年）
６４，０００ 千円

自動体外式除細動器

（ＡＥＤ）
３器

茂木出張所（７年）

小江原出張所（７年）

南消防署（７年）

２，１００ 千円

空気呼吸器用ボンベ １０本 各消防署（１５年） １，６００ 千円

消

防

団

消防ポンプ自動車※ １台 第９分団（２６年） ２２，２００ 千円

小型動力ポンプ ８台

団本部 （新規）

第２６分団３部（２０年）

第２８分団７部（１９年）

第２９分団５部（２１年）

第３５分団２部（２１年）

第５１分団２部（１９年）

第５３分団１部（２０年）

第５５分団１部（２１年）

１６，０００ 千円

合計 １４０，４００ 千円

※消防ポンプ自動車は、令和５年６月市議会において令和５年度から令和６
年度までの債務負担行為が承認されており令和６年度に、事業費全額を計
上するもの。

予 算 説 明 書
事 業 名 予算額ページ 款 項 目 番号

266〜269 ９
消防費

１
消防費

３
消防施設費 2−1 【単独】消防車両等整備事業費

消防ポンプ自動車整備ほか
千円

１４０，４００

３ 消防車両等の形状

【消防署・消防ポンプ自動車】 【高規格救急自動車】

【自動体外式除細動器（AED）】【高度救命処置用資機材等】

【消防団・消防ポンプ自動車】 【小型動力ポンプ】

自動心臓マッサージ器

心電計一体型除細動器

気 道 確 保 用 資 機 材

血中酸素飽和度測定器

電 動 式 吸 引 機
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４ 消防車両等の配置場所位置図

５ 財源内訳

事業費
財源内訳

国庫支出金 県支出金※１ 地方債※２ その他 一般財源

千円

１４０，４００

千円

－

千円

２，５５０

千円

１３６，３００

千円

－

千円
１，５５０

※１ 長崎県石油貯蔵施設立地対策等補助金
※２ 緊急防災・減災事業債 充当率１００％（交付税措置率 ７０％)

過疎対策事業債 充当率１００％（交付税措置率 ７０％)

第53分団1部(宮崎町)

第55分団1部(布巻町)

第35分団2部
(大崎町)

第29分団5部
(中里町)

第28分団7部
(田中町)第26分団3部(園田町)

団本部(興善町)

第9分団(諏訪町)

第51分団2部(高浜町)

南消防署
(小ケ倉町３丁目)

茂木出張所
(茂木町)

消防局警防課・中央消防署
(興善町)

小江原出張所
(小江原２丁目)

神浦出張所
（神浦江川町）

・・・消防ポンプ自動車

・・・高規格救急自動車(高度救命処置用資機材)

・・・自動体外式除細動器(AED)

・・・小型動力ポンプ

消防署 消防団
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地域の防災拠点である消防団格納庫の充実を図るため、老朽化した消防団第２７分団３部消防団格納庫の建替え

を行うもの。

１ 概要

２ 事業内容

事 項 名 場 所 内 容

消防団格納庫建設
（消防団第２７分団３部）

四杖町126
・既存格納庫解体工事
・格納庫新築工事（木造平屋建て 約１００㎡）
・ホース干し塔設置工事

３ スケジュール（予定）

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

工事依頼・入札

予 算 説 明 書
事 業 名 予算額ページ 款 項 目 番号

266〜269 ９
消防費

１
消防費

３
消防施設費 3−2 【単独】消防施設整備事業費

消防団格納庫建設
千円

５１，０００

４ 財源内訳

事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

千円

５１，０００

千円

－

千円

－

千円

４８，４００

千円

－

千円

２，６００

※ 施設整備事業債 充当率５０％（交付税措置率７０％）
一般単独事業債 充当率９０％（交付税措置なし）

既存格納庫解体工事設計・契約事務 格納庫新築工事
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５ 施設の現況等

消防団第２７分団３部 写真

構 造 鉄骨造２階建
建築年月 昭和５６年３月
建築年数 ４３年
建築面積 ５３．１１㎡
延べ面積 １０４．０５㎡

第２７分団３部
（四杖町）

位置図

既存格納庫の現状

・・・ 消防団格納庫

建築イメージ

ホース干し塔

外 観

格納庫
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令和６年度 令和７年度

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

消防局庁舎における非常用発電設備の制御盤内機器が
設置から１７年が経過し、老朽化しているため制御盤内機器
の更新を行うもの。

２ 事業内容

施設名

（建築年月）
令和６年度 令和７年度

合計
非常用発電設備制御盤内の機器更新工事

【機器内訳】

発電装置コントローラ、自動電圧調整器、
変換器、スイッチ、表示灯、遮断器など

消防局庁舎

（平成１９年２月）

当初予算 債務負担行為設定

１１，２００千円 １６，８００千円 ２８，０００千円

３ スケジュール（予定）

１ 概要

予 算 説 明 書
事 業 名 予算額ページ 款 項 目 番号

266〜269 ９
消防費

１
消防費

３
消防施設費 3−1 【単独】消防施設整備事業費

消防庁舎改修
千円

１１，２００

非常用発電設備制御盤内の機器調達に、約１８か月を要することから、更新工事を令和６～７年度の２か年で行う。

設計・
契約事務 機器調達 工事

非常用発電設備 制御盤内機器
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※１ 緊急防災・減災事業債 充当率１００％ （交付税措置率 ７０％）
※２ 消防事務委託町負担金

４ 財源内訳

５ 債務負担行為

区分 事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※１ その他※２ 一般財源

当初予算
千円

１１，２００

千円

－

千円

－

千円

９，１００

千円

２，０５１

千円

４９

事項名
消防局非常用発電設備

制御盤内機器更新工事
財 源 内 訳

ページ 期間 限度額 国庫支出金 県支出金 地方債※１ その他※２ 一般財源

338〜339 令和７年度
千円

１６，８００

千円

－

千円

－

千円

１３，７００

千円

３，０７６

千円

２４

※１ 緊急防災・減災事業債 充当率１００％ （交付税措置率 ７０％）
※２ 消防事務委託町負担金

契約期間を令和７年度までとすることから、債務負担行為を設定する。
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